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論文内容の要旨
(目的)
春季カタノレで‘は多くの例で血清IgEが高値を示すことが知られている。しかし，血清IgEは眼病変を反映
していない事が多い。そ乙で，眼病変と密接な関係を有すると考えられる涙液IgEを測定し，さらに眼局
所では産生されないアノレブミンを指標として血管より漏出した血清由来のIgEと結膜で・産生されたIgE と
の比率より結膜産生IgEを算出して，涙液IgEおよび結膜産生IgE と本症の眼症状との関連性を検討する。
また，本症の起因アレルゲンの決定に最も信頼できる検査手段は何であるかを検討する。
(方法ならびに成績)
対象は大阪大学付属病院眼科結膜外来を受診した春季カタル患者で 対照にはアレルギー性結膜炎患
者と結膜を含むアトピー性疾患の既往のない健常者を選んだ。
方法は患者より採取した涙液と血清を用い，それぞれの総IgE値，アルブミン量およびRAST法による
抗原特異的IgEの測定を行なった。涙液の採取は希釈法によった。総IgEは Pharrnacia社製のpaper radioｭ
irnrnunosorbent test (PRIST) KITを用い，アルブミンはsingle radial irnrnunodiffusion法で測定し，
血清RASTと涙液RASTはPharrnacia社製のphadebas RAST KITを用いて測定した。
1. 結膜産生IgEと春季カタルの病型
結膜産生IgEはアルブミンの血管外漏出率(涙液ア jレブミン (At)/血清ア jレブ、ミン (As)) と涙液IgE
(Et)，血、清IgE (Es) の測定値より (Et-Es ・ At/As) で求めた。結膜産生IgEは涙液IgEの約60%を占
めていた。春季カタノレ患者の結膜産生IgEはアレルギ_.性結膜炎や健常例に比して有意に高値であった。
春季カタノレのなかで‘は混合型の増悪例で、高値を示し ついでそれらの緩解例 比較的軽症に属する眼球
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型の順であった。また涙液IgEを春季カタルの各病型で比較して見ても混合型と眼脆型が高値を示し，眼
球型は他の 2 型に比して有意に低値であった。涙液IgEと結膜産生IgEは同様の傾向を示し，両者聞には
有意の相関を認めた。
2. 結膜産生IgEと眼症状
結膜産生IgE と眼症状との関連を見るために眼症状増悪時の結膜産生IgEと軽快時のそれとを比較してみ
ると P< 0.001 で有意に増悪時の方が高値であった。また眼症状に左右差のある症例での左右眼の結膜
産生IgEの比較で=も有意に増悪眼の方が高値であった。
3. 血清RASTと涙液RAST
本症の血清RASTと涙液RASTの各陽性率を比較して見ると，ダニ抗原は血清，涙液ともに最も高い
陽性率を示していた。花粉抗原ではカモガヤ花粉が涙液での陽性率が高く，真菌抗原ではペニシリウム
が涙液での陽性率が高かった。血清と涙液のRASTの一致率が比較的高かったのはダニ (83%) ，ア jレ
テノレナリア (86~ぢ) ，ネコ毛 (76~ぢ) , ブタクサ花粉 (74%) で逆に低かったのはカモガヤ花粉 (60~ぢ)，
ペニシリウム( 67%) ，スギ花粉( 68%) であった。また血清RASTが陰a性で涙液RASTが陽性であっ
た症例の抗原は，花粉が49~ぢ，真菌が32%を占めていた。血清RASTでは検討した抗原すべてに陰性で
あった症例 10例中 5 例に涙液RASTで陽性抗原を検出できた。
(総括)
春季カタノレ患者の涙液IgEの測定と結膜産生IgEの算定を行なった。春季カタノレ患者の結膜産生IgE は
涙液IgE と同様にアレルギ、ー性結膜炎患者や健常例のそれに比して高値であった。春季カタ jレのなかで
は眼目金型と混合型で結膜産生IgEは高値を示し，軽症の眼球型は低値を示していた。各個人の結膜産生
IgEを眼症状の増悪時と軽快時とに分け比較すると増悪時の方が有意に高値であった口また眼症状に左
右差のある症例で=左右の結膜産生IgEを比較しても増悪眼の方が有意に高値であった。これらの結果から
各々の患者では涙液IgE 特に結膜産生IgEが眼症状と関連していることが判明した。
本症患者の涙液RASTと血清RASTを比較した。涙液では力モガヤ花粉とペニシリウムの陽性率が高
かった。これらの抗原では血清，涙液RASTの反応一致率が低く涙液RASTの実施が是非必要である。
また血清RASTでは検討した全ての抗原に対して陰性であった 10例中 5 例で涙液RAST により陽性抗原
を検出できた。本症の抗原を推定するには血清RASTが簡便であるが，本症の起因抗原の同定には涙液
RASTが最も信頼できる検査手段である乙とがわかった。
論文の審査結果の要旨
春季カタルはアレルギー性の結膜疾患であるが，角膜病変を高率に合併するため視力障害を生じる難
治性疾患である。本症患者の血清IgEは高値を示すが，それが眼病変を反映している乙とは少なく，眼
症状の指標としては不的確である。そこで本論文では涙液中のIgEを測定し，乙の値を用いて結膜で産
生されるIgEの算定をお乙ない，結膜産生IgEが角膜症状をよく反映していることを認めている。更に
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このことより本症の病状や治療効果の判定の指標としては涙液IgEを測定することが優れた方法である
ことを示している。また血清RASTで検出できた抗原が必ずしも本症の起因抗原ではなかったので涙液
RASTを実施し，起因抗原の決定には涙液RASTが最も信頼できる検査手段であることを見出している。
以上の乙とは春季カタルの診断と治療に有用であり，本研究は学位授与に値するものである。
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